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２００８年２月期第 3四半期業績概要 

 
 

売上高、利益ともに過去最高成績を達成 

 

○ 連結業績サマリー 

（単位：百万円） 

 2006/2 期 
３Ｑ累計 

2007/2 期 
３Ｑ累計 

2008/2 期 
３Ｑ累計 

（前期比）

連結売上高 ２４，００９ ２９，２９０ ３１，８０４ +8.6％

（古本市場事業） ２１，６７１ ２６，６１１ ２９，３９３ +10.5％

（アイ･カフェ事業） １，９９０ ２，３１８ ２，０９５ -9.6％

（ＥＣ事業） ４００ ４１１ ３８２ -7.0％

連結経常利益 ４２９ ３７８ ９７１ +156.9％

連結当期純利益 ２０１ １１６ ５２２ +349.6％

 

 

○ 連結業績推移 
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１．古本市場事業の概況 

 

売上高 29,393 百万円（10.5％増） 営業利益 1,839 百万円（27.2％増） 

 

・ 過去最高の売上および営業利益を達成 

・ 家庭用テレビゲーム市場の活況が継続し、「ニンテンドーＤＳ」「Ｗｉｉ」「Ｐ

ＳＰ」を中心にソフト・ハード共に売上が好調に推移 

・ 出店から一定の年数が経過した店舗の改装や、全店舗における売場レイアウ

トの変更などにより、店舗競争力の強化を追求 

・ 12 月 13 日に大宮三橋店（埼玉県）をオープン 

 

 

○ 古本市場事業既存店増収率 
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第３四半期累計増収率+7.0%と前期の

高い売上水準からさらに増収を達成 

 
 
○ 品目別売上高推移 

（単位：百万円） 

 07/2 3Q 08/2 3Q 増減率  07/2 3Q 08/2 3Q 増減率

古本 3,178 3,507 10.3% 新刊書籍 585 569 △2.8%

中古ゲーム 4,859 5,756 18.4% 新品ゲーム 14,434 16,323 13.1%

中古ＣＤ 522 503 △3.8% 新品ＣＤ 862 797 △7.6%

中古ＤＶＤ 782 777 △0.7% 新品ＤＶＤ 1,016 873 △14.1%

ﾘｻｲｸﾙ品計 9,343 10,543 12.8% その他 73 52 △28.1%

新品計 16,973 18,616 9.7%

 
 
○ 古本市場大宮三橋店オープン 
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２．アイ・カフェ事業 

 

売上高 2,095 百万円（9.6％減） 
営業損失△173 百万円 

（前期は 334 百万円の営業損失） 

 

・ アイ・カフェの第 3四半期累計既存店増収率は 4.6％と堅調に推移 

・ インターピア株式会社の新しい POS システムが開発途上にあることなどにより、

売上高は前期比 9.6％減 

・ 12 月 1 日に、FC 店であったアイ・カフェコマーシャル・モール博多店を直営化 

・ 既存店の増収や出店費用の減少により、営業損失は大幅に減少 

 

 

○ アイ・カフェ出店状況 

 

店舗名 所在地 オープン日 種別 

仙台駅
せんだいえき

西口
にしぐち

店 宮城県仙台市青葉区中央 3-6-1 6 月 29 日 直営店 

 

 

アイ・カフェ仙台駅西口店 

 

○ アイ・カフェ店舗数推移 
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３．ＥＣ事業の概況 

売上高 382 百万円（7.0％減） 
営業利益 10 百万円 

（前期は 22 百万円の営業損失） 

 

・ ＥＣ売上の増加などにより、第 3四半期ベースで黒字達成 

・ 売上高はトナー事業の売却の影響で 382 百万円（前期比 7.0％減） 

・ ＥＣ売上は対前年同期比 9.4％増と着実に成長 

・ 売上高、集客力向上のため、買取強化キャンペーンや各種販促活動を実施 

 

 

○ ㈱ユーブック売上構成推移         ○ ユーブック会員数推移 
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AKIBA スペース 6.0 オープン   

－体感スペース併設型の各種販売及び情報発信の場を提供－ 

 

４．トピックス 

65 万人ＥＣ売上

＋9.4%

 当社は 12 月 14 日（金）秋葉プレイスビルで営業していた古本市

場を全面業態転換し、新たなビジネスへのチャレンジの場として、

「AKIBA スペース 6.0」をオープンしました。 

 

【「AKIBA スペース 6.0」の特長~４つのキーワード~】 

● 買う  様々な趣向をもったお客様が楽しめる商材を 

取り揃え、流動的に商材変更をすることでお客様に飽きられない 

品揃えを目指します。 

● 遊ぶ  体感スペース（有料）を用意させて頂きますので、買ったその場で 

楽しむことが可能です。 

● 見る  物販スペースに併設した空間での催しをご覧になることができます。 

もちろん見るだけでなく、参加も可能です。 
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● 出会う 体感スペースの各種催しを通し、同好のコミュニティ育成をする 

ことにより、お客様がより楽しめる空間づくりを目指します。 

  

  オープン当初は、室内用のラジコンヘリコプターやラジコンカーを商材の中心とし、

「遊んでみたいが適した空間がない」という方々に、体感コーナー（有料）をご提供

し、ご来店のお客様にラジコンの魅力を存分に味わっていただき、買っていただくと

いう新たな販売企画を具現化させます。このようなラジコン企画に限らず、各メーカ

ー様とのコラボレーション企画等も積極的に展開していきます。 
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【 株式会社テイツー 会社概要 】 

設  立：1990 年 4 月 

代 表 者：代表取締役社長 大橋 康宏 

資 本 金：11 億 6,550 万円（2007 年 11 月末現在） 

※ 事業内容：「古本市場」の運営（URL：http://www.tay2.co.jp） 

             インターネットサイト「＠古本市の運営（URL：http://www.ubook.co.jp） 

       インターネット･コミックカフェ「アイ・カフェ」の運営 

（URL：http://www.i-cafe.ne.jp） 

本  社：〒700-0974 岡山県岡山市今村 650 番 111 

東京本部：〒105-0011 東京都港区芝公園 2-4-1 ダヴィンチ芝パークＡ館８F 

※ 店 舗 数：古本市場直営店 87 店、古本市場業務提携･ＦＣ店 25 店、ブック･スクウェア 4店、 

アイ･カフェ直営店 16 店、アイ･カフェＦＣ店 16 店、合計 148 店（2007 年 11 月末現在） 

※ 従業員数：正社員 447 名、パート･アルバイト 1,635 名 合計 2,082 名（2007 年 11 月末現在）  

注：※マークはテイツーグループに関する情報 

 

 

【 本リリースに関するお問い合わせ先 】 

株式会社テイツー  経営企画部 片山
かたやま

、徐
そう

 

TEL:03-5408-5532 FAX:03-5408-5501 e-mail:ir@tay2.co.jp 

 

 
本資料は、2008 年 2 月期第 3四半期期の業績及び今後の経営ビジョンに関する資料の提供を目的としたものであり、

当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料は 2007 年 12 月 21

日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断

であり、その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また、今後、予告なしに変更されること

があります。 
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